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らかにされている。特に血中 BCAA (branched-chain amino acid) 濃度の高値は、糖尿病発症の予測因子と














述べている。まず、研究課題 1 では、肥満男性 32 名を対象に、12 週間の食習慣改善および有酸素性運
動の併用介入が血中アミノ酸濃度に及ぼす影響を検討した。次に研究課題 2 では、糖尿病発症の予測因
子として報告されている BCAA に着目し、肥満男性 45 名を食事介入群 18 名、運動介入群 27 名に群分
けし、12週間の食習慣改善および有酸素性運動の単独介入が血中 BCAA 濃度に及ぼす影響を検討した。
また、研究課題 3 では、体タンパク質分解を反映する 3-HIB に着目し、肥満男性 41 名を食事介入群 20




 著者は、各研究課題の結果について次のように述べている。研究課題 1：肥満男性における 12 週間の
食習慣改善および有酸素性運動の併用介入により、6 種のアミノ酸の血中濃度が増加し、9 種のアミノ
酸の血中濃度が低下した。特に、糖尿病発症と関連する BCAA の血中濃度が低下することを示した。研
究課題 2：肥満男性における 12 週間の食習慣改善および有酸素性運動の単独介入を行った。食習慣改善
介入群では血中 BCAA 濃度に有意な低下が認められず、有酸素性運動介入群ではバリン、ロイシンの血
中濃度が有意に低下し、血中イソロイシン濃度には低下傾向が認められた。さらに、有酸素性運動介入
群でのみ血中バリン濃度の変化率とインスリンの変化率（r = 0.41; p < 0.05）との間に有意な関連性が認
められたことから、血中バリン濃度の低下が有酸素性運動による糖代謝改善のメカニズムの 1 つである
可能性を示した。これらの結果から、肥満男性における血中 BCAA 濃度の低下には、有酸素性運動の実
施が重要であることが示された。研究課題 3：肥満男性における 12 週間の食習慣改善および有酸素性運
動の単独介入を行った結果、食習慣改善介入では血中 3-HIB 濃度に有意な変化は認められず、有酸素性
























令和 2 年 1 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
